
第３学年 技術・家庭科学習指導案 

 

平成２４年１１月２２日（木）５校時 

指導学級 ３年３組 

指導者  教諭 野田 英利 

場 所  教 室 

 

１ 題材名 「プログラムによる計測・制御」（内容Ｄ（３）ア，イ ９時間） 

 

 

２ 題材の目標 

  計測・制御のためのプログラミングの作成を通して，コンピュータを用いた計測・制

御の基本的な仕組みを知り，簡単なプログラムの作成ができるようにするとともに，情

報処理の手順を工夫する能力を育てる。 

 

 

３ 指導にあたって 

（１） 題材観 

  現代の生活においてコンピュータは日常生活の中に深く浸透している。総務省の調査

では，「コンピュータは７８％もの家庭に普及しており，携帯電話やモバイル端末は９

６．３％普及している」という報告がある。パソコンや携帯電話にコンピュータが組み

込まれているという事実からも，コンピュータは生活の中で欠かせないものとなってい

る。 

日常生活を見てみると，全自動洗濯機や炊飯器，携帯電話，エアコン等の多くの電化

製品がコンピュータで制御されている。 

情報に関する技術「（３）プログラムによる計測制御」では，計測・制御システムは

センサやコンピュータ，アクチュエータ，インターフェイスの要素で構成され，一連の

情報がプログラムによって処理されていることを学習する。また，情報処理の手順を考

えるために，順次処理型，条件くり返し型，条件分岐型のプログラムが基本的な流れに

なっていることと，目的や条件に応じて情報処理が行われていることを学習する。 

  本題材では，モーターカーを用いて自立制御の仕組みを学ばせるために，段階的に課

題を与えながら，プログラムの基礎と計測・制御の基本的な仕組みを知らせ，人間とコ

ンピュータの関係を理解させたいと考える。さらに，自分が作成したプログラムを確認

し，改善させることによって，繰り返し学習していくことが可能であると考える。 

  プログラムの計測・制御の学習を通して，身近な機器の制御を理解し，これから生活

していく上で，技術が果たす役割について考える力を身に付けさせたい。さらに，身の

回りで利用されている自動制御について社会，環境，経済への影響を考え，技術を評価

する能力を身に付けさせ，今後の生活を前向きに考えさせる機会としたい。 

 

（２）生徒観 

  

 

   

          

     

   

         

     



   

         

         

         

 

 

 

 

（３）指導観 

  現代社会は，ハードウェア，ソフトウェアの発展が著しく，毎年のように新しい製品

が発売されている。電化製品には，常に新しい技術が取り入れられ，我々の生活をより

豊かで便利なものにしている。しかし，市販されている電化製品のすべてが長所ばかり

をもっているわけではないことを知っている。普段の生活において，自分が本当に必要

とするものについて，そこに利用されている技術を他と比較し，検討する場面が考えら

れる。このような現状のもと，技術を適切に評価し，活用する力を身に付けさせ，普段

の生活において自分が本当に必要とする技術について比較検討することが大切である。 

本題材では，社会的，環境的，経済的側面から身の回りの電化製品に利用されている

技術について，生徒それぞれに評価させたい。さらに，問題点をあげさせ，社会に対す

る技術の役割についても考えさせたい。また，プログラムによる計測・制御の学習を通

して，身近な生活の中にある機器がコンピュータにより制御され，生活を豊かにしてい

ることに気付かせたい。その制御の仕組みを人間の行動と比較し，検討することでより

理解しやすくなるものと考える。そこから，簡単なプログラムによる計測・制御の仕組

みを知らせ，身近な生活の中にある機器について考えさせる機会としたい。基礎的な知

識・技能を身に付けた上で，情報の技術について評価させたいと考える。 

 本時では意図的にグループ学習の場を設け，それぞれが考えた意見を持ち合い，グル

ープ内においてより様々な考え方に触れさせ，思考や理解がより深まるものと考える。

また，グループで活動することによって，様々な意見に触れ，新たなアイディアが浮か

ぶことも期待したい。具体的には，付箋に自分の意見を書かせることにより，普段発言

しない生徒にも自分なりの意見をもつことに自信をもたせるだけではなく，新たな考え

を知る機会にもなるものと考える。 

 

 

４ 研究主題との関連 

○ 研究テーマ 「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み」 

         －関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫－ 

  技術・家庭科では，生徒同士の関わり合う活動を，学習内容を深める手立てとして取

り入れた。そして，難しい問題にも積極的に取り組む姿勢をはぐくみ，基礎・基本の定



着を図りたいと考えた。 

本題材では，基礎・基本的な知識の確認を一斉指導の中で行い，グループ活動の中で

習得した知識を生かそうと考えた。少人数のグループ活動によって，発言しやすい環境

をつくり，生徒同士が相互に関わり合う場面を設定したいと考えた。さらに，普段の授

業では，積極的に発言する生徒が固定化しているため，発言させる機会を多く設けるこ

とで，自信をもたせたいと考えている。また，他のさまざまな意見に積極的に触れさせ

ることで，生徒の理解が深まり，基礎・基本の定着が図れるものと考えている。 

 

 

５ 指導計画  本時（８／９時間） 

時間 学習目標 指導内容 関わり合う活動 関 工 技 知 

１ 

・身の回りにあるコ

ンピュータが組み

込まれている製品

について考える。 

 

・身近な機器にはコ

ンピュータを用い

た計測・制御シス

テムが利用されて

いることを知る。 

・コンピュータが組

み込まれた身の回

りの製品について

考えさせる。 

 

・コンピュータを用

いた計測・制御の

仕組みが生活の中

で活用されている

ことを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

・理解を深めるため

にグループ学習を

行い，様々な機器

がコンピュータで

計測・制御されて

いることについて

考えさせる。 

○   ○ 

２ 

・コンピュータを用

いた計測・制御の

基本的な仕組み

は，状況を知る機

能，判断する機能，

仕事をする機能が

必要であることを

理解する。 

・人間の行動と比較

させながら，身の

回りの計測・制御

システムを挙げ３

つの機能を説明で

きるようにする。 

・コンピュータ制御

されている機器に

ついて，人間の行

動と比較させ理解

させる。 

 

 

 

・コンピュータ制御

機器の動作も，人

間と同じような機

能が必要であるこ

とを理解させ，３

つの機能を説明さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コンピュータ制御

機器の動作につい

てグループで考え

させ，３つの機能

が必要なことに気

付かせる。 

   ○ 

３ 

・情報を処理する手

段を知り，目的や

条件に合うプログ

ラムを作成する。 

・プログラムの作成

に際して，目的を

明確にし，目的に

対応した処理の流

れ図を作成させ

る。 

・グループ学習を通

して，プログラム

を作成し，発表さ

せる。 

・考え方や目的に合

うプログラムを考

えさせる。 

  ○  



４
～
７ 

・目的や条件に合う

プログラムを工夫

する。 

 

 

・目的や条件に合う

プログラムを作成

し，模型を制御す

る。 

・模型を動作させる

ための必要な条件

を，体験を通して

見付けさせる。 

 

・ロボットの観察を

通して，制御の仕

組みに気付かせ

る。 

・ペア学習を行い，

プログラムの作成

方法や改善などに

ついて，意見交換

させる。  ○ ○  

８
（
本
時
）
・
９ 

・情報に関する技術

を適切に評価し，

その有効活用につ

いて自分なりの意

見を持つ。 

 

・情報に関する技術

が社会や環境に果

たしている役割に

ついて考える。 

・情報に関する技術

について，社会的，

環境的，経済的側

面から長所，短所，

解決策を考えさせ

る。 

・情報に関する技術

に関連した職業に

ついて知らせる。 

・グループ学習を通

して，お互いの意

見を交換し，思考

を深めさせる。 

○ ○   

 

 

６ 観点別評価規準 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

生活を 

工夫し創造する能力 
生活の技能 

生活や技術に 

ついての知識・理解 

・利用者への影響な

どを考え，プログラ

ムを作成しようと

している。 

・新しい発想を生み

出し，活用しようと

している。 

・計測・制御の目的

や条件を明確にし，

社会的，環境的及び

経済的側面などか

ら情報処理の手順

を変更した場合の

効果を比較・検討し

た上で，計測・制御

に適した情報処理

の手順を決定して

いる。 

・目的や条件をもと

に，簡単な計測・制

御のプログラムを

作成することがで

きる。 

・情報処理の手順に

ついて基礎的・基本

的な知識を身に付

けている。 

 

 

７ 本時の指導 

（１）本時の目標 

  コンピュータを用いた計測・制御の仕組みが社会や環境，経済に果たしている役割や

影響について考え，適切な解決策を見いだすことができる。 

（２）指導にあたって 

  本時では，展開の後半部分に生活班によるグループ活動を行う。このグループ活動で

は，それぞれが考えた意見を持ち寄り，自分の意見に自信をもたせたい。また，他の意

見を聴き，自分が思いつかなかった見方や考え方を知ることにより，更に思考が深まっ

ていくことを期待している。 

  また，自動掃除ロボットの長所と短所を考えさせるが，学習活動では条件を限定して



考えが広がり過ぎないように留意したい。特に，計測・制御に関わる事項に重点を置き，

効率と電力消費量，安全性に関する項目を中心に考えさせたい。それにより，話し合う

時間の確保や発表を聞く時間，そして，改善点を考える時間まで深めることができると

考える。 

 

（３）本時と校内研究との関わり 

○ 研究テーマ 「学習意欲を高め，基礎・基本の定着を図る学習指導の一試み」 

         －関わり合う活動を取り入れた指導過程の工夫－ 

  計測・制御の学習において，電化製品に利用されている技術の長所と短所について考

えさせ，これまで習得した知識や技能を基に技術を適切に評価する力を身に付けさせた

い。 

最近では，自動掃除ロボットが商品化され，一般家庭にも普及しつつある。ここでは

自動掃除ロボットを例にあげ，製品が自分の生活に与える影響について考えさせたい。 

  グループ学習では，個人の考えを発表し合い，グループの中で意見を集約させる。こ

のような学び合いを通して，生徒に基礎的・基本的な知識を身に付けさせたいと考える。

さらに自分の意見を発表することにより，生徒に自信を付けさせる場として考えた。 

 

（４）学習指導過程 

段階 学習内容 予想される生徒の反応 指導上の留意点 評価(観点と方法) 

導
入 

１
０
分 

○本時の目的を知る。 

・掃除機，自動掃除ロ

ボット，人が掃除し

たときのゴミの量を

比較する。 

 

・実際に電力料金の比

較をする。 

 

・本時の学習目標を知

る。 

 

・自分たちが掃除する

よりも，ゴミが多い。 

・掃除機よりは，少な

い。 

 

・人が掃除すると無料。 

・電気代が高い。 

 

・１５分間で取れるゴ

ミを拡大表示する。 

 

 

 

・１５分間掃除する際

の電気料金を計算

し，表にしておく。 

・自動掃除ロボットに

ついて，長所と短所

を考えさせる。 

 

展
開 

３
０
分 

○自動掃除ロボットに

利用されている技術

について，長所と短

所を考える。 

（5 分） 

・自動で制御するので，

楽になる。 

・電気代がかかる。 

・人が掃除をしなくな

る。 

・長所，短所を考え，

付箋に記入させる。 

・電気代や効率を中心

に考えさせる。 

評価①（関心・意

欲・態度） 

・ワークシート 

・発表 

○分類したものを，グ

ループで発表し合

い，比較，検討する。 

（10 分） 

・同じ内容のものはど

れか。 

・長所と短所を対比さ

せる。 

・もっと他にはないか。 

・付箋を模造紙に貼

り，優先順位を付

け，比較・検討させ

る。 

 



○自動掃除ロボットが

生活に与える影響に

ついて，長所を伸ば

したり，短所を改善

したりするためには

どうしたらよいのか

考える。 

   （5 分） 

・本体をコンパクトに

する。 

・使用時間を決める。 

・タイマーを使う。 

 

・製品の改良や使用法

の工夫から考えさ

せる。 

・製品のハード面とプ

ログラムなどのソ

フト面から改良に

ついて考えさせる。 

評価②（工夫・創造） 

･ワークシート 

･観察 

 

○グループ毎に長所と

短所につての改善点

を発表する。 

（10 分） 

・問）音がうるさい。 

 改）モータを静かに

する。 

・問）電気代が高い。 

 改）使用時間を決め

る。 

・グループごとに発表

するものを指定し，

それについて改善

方法を考えさせる。 

 

ま
と
め 

１
０
分 

○技術には長所や短所

があり，それぞれが

与える影響について

具体的に確認する。 

・機器には，長所と短

所があり，機器に対

する見方や考え方が

深まった。 

・本時の学習で発表グ

ループの内容を１

つ選び，それについ

て説明する。 

 

・次回，全てのグルー

プが発表し，領域の

まとめを行うこと

を確認する。 

 

 

（５）本時の評価規準 

① 自動掃除ロボットに利用されている技術の課題を進んで見付け，比較・検討しよ

うとしている。                   （関心・意欲・態度） 

② 自動掃除ロボットに利用されている技術の課題を明確にし，課題を比較・検討す

るとともに，適切な解決策を見いだしている。        （工夫・創造） 

評価の観点 十分満足できる（A） おおむね満足できる

（B） 

C に対する支援 

生活や技術への 

関心・意欲・態度 

・自動掃除ロボットに

利用されている技術

の課題を積極的に見

付け，長所と短所を考

えることができる。 

・自動掃除ロボットに

利用されている技術

の課題を進んで見付

けようとしている。 

・参考資料を提示し，

課題を見付けさせる。 

生活を工夫し 

創造する能力 

・自動掃除ロボットに

利用されている技術

の課題を明確にし，適

切な解決策を説明す

ることができる。 

・自動掃除ロボットに

利用されている技術

の課題を明確にし，適

切な解決策を見いだ

そうとしている。 

・参考資料を基に，ど

のような改善が必要

か考えさせる。 

 

 

 

 

 

 



（６）板書計画 

 

 

（７）準備物 

・プリント ・模造紙 ・マジック ・付箋紙（５cm×2.5cm，2 色）各班に各 25 枚ずつ 

 

※模造紙の使用方法 

 付箋をグループ毎にまとめ，グループ毎に大きなタイトルを付ける。 

 その模造紙を黒板に貼り，発表を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の学習 

◎自動掃除ロボットについて考えよう。 

・良い影響・・・自分たちにとって，プラス面。長所。 

・悪い影響・・・自分たちにとって，マイナス面。短所。 

 

視点１）効率について考えてみよう。 

・隅々まできれいに掃除ができるだろう？ 

・作業にかかる時間はどうだろう？ 

 

視点２）電気代について考えてみよう。 

・電気代は，どうだろう？ 

・消費電力は，どうだろう？ 

 

視点３）生活の場面で生かせるときを考えてみよう。 

・自動掃除ロボットが活躍できそうな場面で，長所，短所を考えてみよう。 

 

※発表用模造紙 

パワーポイン

トで表示させ，

視覚的に比較

しやすいよう

にしたいと思

います。 



自動掃除ロボットについて考えてみよう。 

３年  組   番 

 

氏名              

１．自動掃除ロボットが製品化され，自分たちの生活にどのような影響を及ぼすだろう

か。長所（良い影響）と短所（悪い影響）の視点から考えてみよう。 

 長所 短所 

効
率 

  

電
気
代 

  

生
活
の
場
面 

  

 

２．お掃除ロボットの製品化による「長所」をさらに伸ばしたり，「短所」を改善したり

するためにはどうしたらよいですか。グループの中で出た意見から１つ選び，「製品の

改良」や「使用法の工夫」から考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆自己評価☆ 

・情報に関する技術の課題を進んで見付けようとしましたか。   A B C D 

・情報に関する技術の課題の解決策を自分なりに考えましたか。  A B C D 

感想） 

 

 

 

 

 
 

 


